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〈論 文〉

デジタル化に伴う宗教組織の情報発信，サービスおよび
連携の拡大：禅宗寺院に関する事例調査

増 田　 央＊，Ruilin ZHU＊＊

概　要

宗教組織は，現在，観光産業に限らず多くの企業における，不確実性への対処，高度化・複雑化する
サービス提供，情報量が拡大するソーシャルメディアの影響など，持続可能性やウェルビーイングを
議論する上での重要なパートナーになっている。しかしながら，デジタル化に伴い宗教組織がその活
動をどのように拡大しているのかといった，その組織活動の拡大という観点での研究は不十分である。
そこで，日本における先端的な活動をする禅宗寺院の関係者に対して，宗教組織におけるデジタル化
に関するインタビュー調査と，その質的分析を実施した。結果として，デジタル化に伴う宗教組織の
情報発信，サービス，および連携の拡大の観点が抽出できた。寺院におけるデジタル化により，宗教
組織の活動の範囲も拡張しており，持続可能性やウェルビーイングの観点がより重視される環境の中
での，企業経営の新たな付加価値構築の方向性が得られた。
キーワード：サービス・ケイパビリティ，プロセス・イノベーション，非財務資本，宗教組織，デジタ

ルトランスフォーメーション，情報発信，宗教サービス，組織連携

Ⅰ はじめに

現在，宗教組織は，観光産業に限らずより広範囲な企業における重要なパートナーになりえる。
テクノロジーの発達やデジタル化に伴う，経営活動において，不確実性への対処，高度化・複雑化
するサービスの提供，情報量が拡大するソーシャルメディアの影響などから，組織的な，持続可能
性やウェルビーイングに対する対応が重要になっている。このような課題に対処するアプローチ方
法のひとつとして，持続可能性やウェルビーイングの向上等に寄与する活動を展開する文化的組織
や宗教組織とのより良い連携を目指すことがある。
情報発信に関して，現在，ソーシャルメディアは世界中で多くの組織で利用されており，ソー

シャルメディア上のインフルエンサーへの注目など，その影響力は拡大を続けている（Masuda et
al. [2022]）。ソーシャルメディアの使用に関して，Facebook, YouTube, X（旧Twitter），Instagram,
TikTok など SNS（Social Networking Service）毎に，そのユーザー特性や世代が異なるなど，企
業のソーシャルメディアの情報発信活動も複雑化している。宗教組織においても，このような多様
化するメディアを活用することでの情報発信の多様化に対する取り組みは重要になっている。
技術発展に伴う，デジタルトランスフォーメーションは，経営活動自体を変革する（Verhoef et

al. [2021]）。このような組織変革に対する，経営上の意思決定は，組織リソースの変革に関するダ
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イナミックケイパビリティ・フレームワークによる説明がなされてきた（Teece [2019]）。しかし，
宗教組織のデジタルトランスフォーメーションに関しては，組織戦略の観点からの研究は探索的な
事例研究を含め十分ではない。先進的にデジタル化に取り組む，宗教組織の活動をダイナミックケ
イパビリティの観点も踏まえて分析することは，今後の宗教組織の発展の方向性を考える上で重要
な知見となる。
今後，持続可能性やウェルビーイングの向上等で，広く企業活動と連携が期待される，宗教組織

における，そのデジタル化の取り組みはどのようなフレームワークで説明可能になるのか。ここで
はこの問いに答えるため，日本における京都の寺院を選択し，特にその中で，先端的な活動をする
禅宗寺院の関係者に対して，宗教組織におけるデジタル化に関するインタビュー調査を実施する。
これにより，禅宗寺院におけるデジタル化に伴う組織活動の特徴を帰納的に抽出し，持続可能性や
ウェルビーイングの観点がより重視される環境の中での，企業経営の新たな付加価値構築の方向性
を得る。

Ⅱ 先行研究

宗教組織と企業との連携に関しては，伝統的に，観光等の関りについて広く研究されてきた。
宗教ツーリズムは，最も古いタイプの観光の 1 つであり，宗教史における世界的な現象である
（Rinschede [1992] ）。主要な宗教施設や文化遺産の観光の可能性はよく理解されているが，その価
値が過小評価されていることが多いと言われている（Richard et al. [2013]）。
一方で，宗教組織のその経営学的な変革や組織連携およびそのデジタル化を対象とした研究は少

ない。今後，持続可能性やウェルビーイングの向上等で，広く企業活動と連携が期待される，宗教
組織における，その経営学的変革やそのデジタル化の取り組みの特徴を明確化することの意義は大
きい。そこで，本研究では，このような宗教組織を起点とした経営学的研究を推進するためのフ
レームワークを探索的な質的研究により抽出することを目的とする。

Ⅲ 方法論

本研究の目的を達成するための調査対象として，京都における禅宗寺院を選択した。禅宗は仏教
の宗派の一つであり，禅の活動は，起業家活動と親和性があり，世界的にもその認知度が高い。ビ
ジネス活動と親和性の高い取り組みであり，また，日本有数の文化的都市である京都において，組
織変革を続ける禅宗寺院は伝統を踏まえつつ，多くの先駆的な取り組みをしている事例が多いこと
から本調査の対象とした。
具体的な禅宗寺院として，日本国内に限らず，国外の組織との連携も積極的に展開する 2名の異

なる禅宗寺院の関係者（AおよびB）に対して，2022 年 2月に 1回あたり 30 分から 60 分程の趣旨
説明や事前のヒアリング，2022 年 3 月に 1 回あたり 90 分程の半構造的デプスインタビューを行っ
た。デプスインタビューの内容は録音され，後日文章に書き起こされた。
半構造的デプスインタビューの主な質問内容は次のとおりである：
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1．デジタル技術活用の背景
1-1. XX寺院では，インターネット上での，Webサイトや，Instagram,YouTube といったソー
シャルメディアを活用した情報発信やコミュニケーションにも取り組まれています。現在，
XX寺院において，インターネットといったデジタル技術を活用した取り組み（Web サイトや
SNS の活用など）は，具体的にどのようなものを使われていますか？
1-2．それら技術は何時頃，どのような背景で使われるようになりましたか？　（特にコロナ禍
前（2019 年 12 月以前）から使われているものと，コロナ禍（2020 年 1 月以降）で使われるよ
うになったものを分けてお聞かせください）
1-3．コロナ禍では，リモートワークで活用できるライブストリーミングの技術活用が普及しま
した（例えば，YouTubeのライブ配信や，オンラインミーティングツールのZoomやMicrosoft
Teams など）。YouTube のライブ配信や，Zoom や Teams といった最新技術の導入や活用の
状況はいかがですか？

2．コロナ禍でおこなったデジタル技術を活用した取り組みについて
2-1．対面での交流が制限されたコロナ禍（2020 年 1月以降）で，XX寺院で行っていた，コロ
ナ禍での取り組みについて教えてください。
2-2．特にコロナ禍でのオンラインでのお寺ツアーの取り組みについて，詳しく教えていただ
けないでしょうか（実施時期，狙い，うまくいった点，行かなかった点）。

3．デジタル技術活用における課題
3-1．コロナ禍でデジタル技術の活用が進んだ面があるかと思いますが，XX寺院における，そ
のような新しい技術の活用に際して生じた課題・問題があれば教えてください。
3-2．お寺における人材の多くは，デジタル技術の専門家ではないと想像しますが，このような
お寺における「デジタル人材」という観点での課題について教えてください。
3-3．ソーシャルメディアの活動では，日々の情報を発信するなど，情報発信をする担当者の役
割も大きいかと思います。組織として，どのようにソーシャルメディアを活用するのかに関し
て課題があれば教えてください。
3-4．お寺には幅広い世代の人々が訪問されますが，YouTube といったソーシャルメディアに
親和的な若い世代（子供含む），デジタル技術活用に慣れていない高齢者や，障害のある方に
対する対応で課題等ありましたら教えてください。

4．デジタル技術活用におけるコラボレーション
4-1. XX 様は組織外の様々な方々との協業（コラボレーション）にも取り組まれています。こ
れまでどのような連携を行ってきたのか，また，そのような多様な展開を行うようになった背
景について教えてください。
4-2．このような他組織・団体とのコラボレーションで，XX寺院の活動が広がっている面があ
ると思いますが，このような連携の取り組みの良い面や悪い面についてお考えがあれば，教え
てください。
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5．デジタル技術活用に関する展望
5-1. XX 寺院における，コロナ禍で生じた新しい技術活用の取り組みの位置づけについて教え
てください。これらは継続的に実施するようなものなのか，または，感染症が広がった際に代
替的に実施されるような，需要があれば実施するようなものでしょうか？
5-2．一方で，まずはお寺の取り組みを知ってもらう必要があるという観点もあります。このよ
うな観点で，ソーシャルメディアに期待する役割や効果，また懸念があれば教えてください。
5-3．コロナ禍ではソーシャルメディアの活用やリモートでのコミュニケーション手段が普及
しましたが，このような状況下での，対面のコミュニケーションに関するお考えをお聞かせく
ださい（その重要性や，現在の懸念など）

6．宗教とデジタル技術について
6-1. XX 寺院におけるコロナ禍での様々な対応を踏まえて，これまでの禅の試みに対して，デ
ジタル技術を活用することでの新しい考え方や方向性は生まれましたか？　もしくは，コロナ
禍で，従来通りの対応の重要性を再認識するようなことはありましたか？
6-2. XX 寺院におけるコロナ禍での様々な対応を踏まえて，今後はどのような方針で宗教活動
を行うことになるでしょうか？　それはコロナ前と同じような方針でしょうか？　または，コ
ロナ前とは異なる方針が求められてきているのでしょうか？
6-3．スマートフォンで情報に触れる一般の人々は以前よりも多くの情報に触れることができ
ますが，一方で多量の情報の中におぼれているという面もあるかと思います。このような情報
が氾濫するデジタル化時代において，宗教と一般の人々の関係の在り方についてご意見を伺え
ればと思います。

データ分析の分析手法として，テーマティック・アナリシス法による帰納的分析手法を参考にし
た（Braun [2012]，遠藤・若林・増田 [2021]）。半構造化インタビューの観点では，グラウンディッ
ドセオリー・アプローチ手法も参考にした（Khan [2014]）。

Ⅳ 結果

デプスインタビューで収集したテキストに対して，質的分析によりデータのグループ化を行なっ
た。結果として，デジタル化に伴う宗教組織の情報発信，サービス，および連携の拡大の観点が抽
出できた。情報提供の観点（表 1）では，SNS の利用拡大に伴い寺院の情報発信の取り組みも多様
化しているが，デジタル化に対応できない高齢者へのオフライン対応も含め，全範囲的な情報提供
を行なっていた。サービスの観点（表 2）では，コロナ禍によるデジタル化の加速に伴い，葬式や
法要等の儀式のリモート対応や，座禅に関するオンラインコンテンツや企画の提供，オンライン寺
院ツアーなどの取り組みがなされていた。連携の観点（表 3）では，様々な企業との連携や，アプ
リ開発，企業経営への参画やコンサルティングの試みを通じた，宗教組織と一般組織との連携が広
く行われていた。
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表 1 大テーマ 1．情報提供

（出典）著者作成

Ⅴ 考察

コロナ禍において組織活動のデジタル化の展開が加速したが，この影響は宗教組織も同様であ
り，単独での情報提供およびサービス提供の取り組みが多様化している（図 1）。これまでオフラ
インでやられていた活動をオンライン化して，その中で新しい視点などが獲得できているという。
情報提供において，特に SNS の活用においては，各組織において担当者をアサインしてその対

応一任していた（表 1 A:1-1-2-2，A:1-1-2-4，B:1-1-2-3）。ただ，どういった内容を発信しているかの
方針や確認が行なわれていた（表 1 A:1-1-2-2，A:1-1-2-3，B:1-1-2-5）。アイデア出しに関してはチー
ムとしての取り組みも見られた（表 1 B:1-1-2-4）。ただ，フィードバックをどのようにするかに関し
ては様々な方針が考えられる（表 1 A:1-1-2-5，B:1-1-2-6）。
サービス提供において，儀式（葬式・法要等）のオンライン化に関しては，儀式の中継やライブ

配信などの取り組みが行なわれていた（A:2-1-1-1，B:2-1-1-1，B:2-1-1-2，B:2-1-1-3）。このような取り
組みはコロナ禍で移動が制限されているステークホルダー（利害関係者）からのオファーがあり，
その後，寺院側からも提案されるようになっていた（A:2-1-1-2）。ただオンライン対応が好まれる場
合と好まれない場合がある（A:2-1-1-3，A:2-1-1-4，A:2-1-1-5，B:2-1-1-5）。若い世代は予約など処理
に関してはオンラインの要望があるという（A:2-1-1-6）。
禅宗寺院における外部組織との連携の取り組みは多様な拡がりを見せていた。このような連携は

特にウェルビーイングといった文脈が重要視される中で拡大されている印象があるという。寺院に
おいて，このような連携方針をどのように推進するかは様々なバリエーションがあり得る。視点に
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表 2 大テーマ 2．サービス提供

（出典）著者作成

よっては宗教活動を広く展開するマーケティング活動からの解釈も可能であり，ここでは，文献調
査に基づいてソーシャルメディアマーケティングの戦略的フレームワーク（Felix et al. [2017]）を
参考に寺院における戦略的サービス連携フレームワークとしてその取り組みをまとめた（図 2）。
企画連携の観点では，禅宗寺院の両関係者において多様な外部組織との連携活動を行なってい

た。このような企画連携の取り組みから，禅的なアプローチが生まれたり，学び直しを行なってい
るという観点があるという（A:3-1-4，B:3-1-3）。ただ，連携にはコストが掛かり，簡単には取り組
むことはできない（B:3-1-5）。次に，技術連携の取り組みでは，テクノロジーに対して自分たちが
アダプトする視点が必要であるという（B:3-2-1）。アプリ開発に取り組むケースでは，今まで実現
できなかったN対 Nの取り組みもできるようになっているという（B:3-2-2）。最後に，共同経営・
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表 3 大テーマ 3．連携

（出典）著者作成

コンサルティングの観点でも，様々な外部組織との連携が行なわれていた。経営活動に参画するこ
とで視野の拡がりがあるという（A:3-3-1）。企業経営におけるCSRの試みから，寺院の役割を考え
るきっかけにもなっているという（A:3-3-3）。こういった観点を考えることが，よく生きるといっ
たウェルビーイングにもつながるのではという（A:3-3-4）。また，禅宗寺院が経営者の意思決定を
サポートする視点として，内面に向き合うことで問いを立てて取り組むといった観点から，長期的
思考へのサポートが可能であるという（B:3-3-1）。ウェルビーイングに関する企業研修に携わって
いるケースから，社員研修や福利厚生に関する連携の可能性があるという（B:3-3-3）。こういった
需要は，ウェルビーイングの文脈で圧倒的に増えたという印象があるという（B:3-3-4）。
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図 1 デジタル化に伴う寺院における情報提供とサービス提供の拡大

（出典）著者作成

図 2 寺院における戦略的サービス連携フレームワーク

（出典）Felix et al. [2017] のフレームワークを参考に著者作成

Ⅵ 結論

本研究では，デジタル化に伴い宗教組織がその活動をどのように拡大しているのかといった，そ
の組織活動の拡大およびその特徴という観点から，日本における有数の観光地である京都の寺院を
選択し，特にその中で，先端的な活動をする禅宗寺院の関係者に対して宗教組織におけるデジタル
化に関するインタビュー調査およびその質的分析を実施した。結果として，デジタル化に伴う宗教
組織の情報発信，サービス，および連携の拡大の観点が抽出できた。情報提供の観点では，SNSの
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利用拡大に伴い寺院の情報発信の取り組みも多様化しているが，デジタル化に対応できない高齢者
へのオフライン対応も含め，全範囲的な情報提供を行なっていた。サービスの観点では，コロナ禍
によるデジタル化の加速に伴い，葬式や法要等の儀式のリモート対応や，座禅に関するオンライン
コンテンツや企画の提供，オンライン寺院ツアーなどの取り組みがなされていた。連携の観点で
は，様々な企業との連携や，アプリ開発，企業経営への参画やコンサルティングの試みを通じた，
宗教組織と一般組織との連携が広く行われていた。寺院におけるデジタル化により，宗教組織の活
動の範囲も拡張しており，持続可能性やウェルビーイングの観点がより重視される環境の中での，
企業経営の新たな付加価値構築の方向性が得られた。
一方で，本研究では先進的な取り組みをする 2つの禅宗寺院における 1名ずつの関係者からしか

意見を収集できていない。本研究の取り組みは網羅的な結果を提示しているとはいえず，更に多様
な宗教組織の関係者からデータを収集する必要がある。
今後の展開として，本研究のスキームでデータを更に拡充することで，デジタル化に伴う宗教組

織の情報発信，サービスおよび連携の拡大についてのフレームワークを精緻化する。その後，特
に，宗教組織と企業との連携でどのような効果があったのかに関する仮説構築し，検証をする必要
がある。このような検証をすることで，持続可能性やウェルビーイングの向上等に寄与する宗教組
織と企業とのより良い連携に資する理論的知見が得られる。
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